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書　
　

評　

山
崎
一
穎
著
『
森
鷗
外
論
攷
』

小　

泉　

浩
一
郎

　

本
書
は
、
著
者
山
崎
一
穎
氏
の
九
冊
目
の
鷗
外
研
究
書
で
あ
る
。
こ
の
書

の
成
り
立
ち
は
、
本
書
巻
末
に
お
け
る
著
者
自
身
の
「
跋
」
を
し
て
語
ら
し

め
る
の
が
良
い
。

　

私
は
文
献
資
料
を
渉
猟
し
、
鷗
外
の
書
込
み
本
や
旧
蔵
書
の
調
査
を

す
る
こ
と
で
鷗
外
研
究
を
進
め
て
き
た
。
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
十

一
年
務
め
た
学
長
職
か
ら
解
放
さ
れ
、
図
書
館
通
い
が
始
ま
っ
た
。
平

成
四
年
（
一
九
九
二
）
鷗
外
生
誕
一
三
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
鷗
外
の

生
誕
地
島
根
県
鹿
足
郡
津
和
野
町
が
、
鷗
外
展
（
鷗
外　

津
和
野
へ
の
回

想
）
を
開
催
し
た
。
縁
あ
っ
て
私
は
こ
の
鷗
外
展
の
監
修
者
と
し
て
参

加
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
四
月
、
津
和
野
は
我
が

国
最
初
の
森
鷗
外
記
念
館
を
創
設
し
た
。
私
は
こ
の
常
設
展
示
の
監
修

を
務
め
た
。
こ
の
記
念
館
の
展
示
資
料
の
調
査
、
津
和
野
に
於
け
る
現

地
調
査
が
、
鷗
外
の
伝
記
研
究
を
深
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
津
和
野
の

森
鷗
外
記
念
館
は
、
私
の
学
修
の
教
場
で
あ
る
。（
略
）

　

私
は
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
四
月
か
ら
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）

三
月
ま
で
、
再
び
学
長
職
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
平
成
の
十
年
余

の
研
究
成
果
の
一
端
は
、
先
に
刊
行
し
た
『
森
鷗
外
・
歴
史
文
学
研
究
』

（
平
成
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日
、
お
う
ふ
う
）
で
あ
る
。
本
書
は
幸
い
に

も
平
成
十
四
年
度
第
十
一
回
や
ま
な
し
文
学
賞
〔
研
究
・
評
論
部
門
〕

を
受
賞
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
の
成
果
が
本
書
で
、
こ
れ
は
鷗
外
の
伝
記
に
関
す

る
論
攷
で
あ
る
。（
略
）
公
刊
に
あ
た
っ
て
、
集
大
成
の
意
味
で
初
出

誌
の
論
文
の
叙
述
の
客
観
性
を
問
い
直
し
、
全
論
文
に
補
訂
を
施
し

た
。

長
い
引
用
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
右
の
叙
述
の
中
に
、
山
崎
氏
の
森
鷗
外

の
伝
記
を
め
ぐ
る
「
文
献
資
料
を
渉
猟
し
（
略
）
書
込
み
本
や
旧
蔵
書
の
調

査
を
す
る
」
文
献
実
証
主
義
の
集
大
成
と
し
て
の
本
書
の
位
置
が
自
伝
的
背

景
と
共
に
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
に
総
括
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
に
外
な
ら
な

い
。

　

つ
ま
り
、
既
刊
『
森
鷗
外
・
歴
史
文
学
研
究
』
は
鷗
外
の
文
学
を
、
今
回

の
『
森
鷗
外
論
攷
』
は
鷗
外
の
伝
記
を
、
と
い
う
形
で
山
崎
鷗
外
学
の
到
達

点
を
併
せ
示
し
て
い
る
と
い
う
訳
だ
が
、
近
来
、
鷗
外
を
め
ぐ
る
山
﨑
國
紀

『
評
伝
森
鷗
外
』（
二
〇
〇
七
・
七
、
大
修
館
書
店
）
清
田
文
武
『
鷗
外
文
芸
と

そ
の
影
響
』（
同
・
十
一
、
翰
林
書
房
）
及
び
こ
れ
ら
に
先
立
つ
苦
木
虎
雄
『
鷗

外
研
究
年
表
』（
二
〇
〇
六
・
六
、
有
限
会
社
鷗
出
版
）
な
ど
大
著
・
大
作
の
刊

行
が
打
ち
続
く
中
で
、
山
崎
氏
に
よ
る
こ
れ
ら
二
著
の
占
め
る
学
問
的
意
義

は
、
そ
の
文
献
実
証
主
義
的
方
法
の
徹
底
と
そ
れ
に
よ
る
成
果
の
豊
饒
性
に

お
い
て
一
際
重
い
も
の
が
あ
る
、
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
同
様
の

こ
と
は
、
著
者
自
身
の
研
究
的
閲
歴
お
い
て
も
又
、
言
い
得
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
先
の
引
用
で
省
略
し
た
現
在
病
痾
を
抱
え
る
著
者
の
心
情
に
お
い
て

は
、
或
い
は
自
己
の
鷗
外
学
の
「
集
大
成
」（「
序
」）
的
な
意
味
合
い
も
あ
っ

た
か
も
知
れ
な
い
の
だ
が
、
評
者
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
寧
ろ
杞
憂
に
属
す
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る
こ
と
し
か
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
本
書
は
「
第
Ⅰ
部
」
か
ら
「
第
Ⅲ
部
」
に
至
る
三
部
か
ら
構
成
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
伝
記
」「
周
縁
」「
資
料
」
と
命
名
、
長
短
合
計
十
六
篇
の

論
を
以
て
、
総
計
七
百
二
十
頁
を
構
成
し
て
い
る
。
合
計
十
六
篇
と
は
云
う

も
の
の
、
そ
の
中
に
は
第
Ⅲ
部
「
資
料
」
の
う
ち
の
「
鷗
外
と
赤
松
登
志
子

と
の
結
婚
の
日
付
と
裁
可
の
日
付
」「
文
展
美
術
審
査
委
員
会
委
員
の
発
令

年
月
日
」
の
よ
う
な
短
論
も
あ
る
が
、
殆
ん
ど
は
四
百
字
詰
百
枚
を
超
え
る

長
論
で
あ
っ
て
、
寧
ろ
同
百
枚
か
ら
二
百
枚
に
上
る
雄
篇
・
大
作
（
第
Ⅰ
部

「
伝
記
」
中
「
鷗
外
に
於
け
る
津
和
野
」「
鷗
外
に
於
け
る
小
倉　

付
『
或
る
「
小
倉
日

記
」
伝
』
│
│
事
実
と
虚
構
の
交
叉
│
│
」「
帝
室
博
物
館
総
長
兼
図
書
頭
時
代
の
森

林
太
郎
・
鷗
外
」、
第
Ⅱ
部
「
周
縁
」
中
「
鷗
外
文
学
と
三
人
の
画
家
│
│
原
田
直
次
郎
・

大
下
藤
次
郎
・
宮
芳
平
│
│
」「
信
濃
教
育
界
に
於
け
る
森
鷗
外
│
│
〈
川
井
訓
導
事

件
〉
の
波
紋
│
│
」
ほ
か
）
に
事
欠
か
な
い
の
だ
か
ら
、
先
の
引
用
に
あ
っ
た

よ
う
な
平
成
に
入
っ
て
か
ら
の
著
者
の
凄
ま
じ
い
迄
の
「
学
修
」
ぶ
り
の
実

態
と
そ
の
見
事
な
結
実
が
共
に
証
さ
れ
て
い
る
と
云
っ
て
良
い
。
第
Ⅰ
部

「
伝
記
」、
第
Ⅱ
部
「
周
縁
」、
第
Ⅲ
部
「
資
料
」
と
い
う
よ
う
な
整
然
た
る

目
次
構
成
そ
の
も
の
が
、
そ
れ
ら
の
証
明
で
も
あ
る
の
だ
が
、
文
献
や
事
実

実
証
の
密
度
こ
そ
不
変
と
言
え
、
比
重
と
い
う
点
で
は
、
第
Ⅰ
部
が
本
書
の

中
心
で
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
。
紹
介
も
こ
れ
に
従
う
が
紙
数
の
制
約
の
中

で
出
来
得
る
限
り
、
本
書
の
面
目
を
大
観
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

第
Ⅰ
部
の
論
構
成
は
、内
容
上
伝
記
の
時
系
列
に
従
っ
て
い
る
。「『
森
家
』

家
系
考
」
で
は
、
森
家
の
「
過
去
帳
」「
墓
石
」
の
再
調
査
か
ら
従
来
説
の

継
承
順
の
修
正
を
試
み
、「
鷗
外
に
於
け
る
津
和
野
」
で
は
、
津
和
野
藩
校

養
老
館
の
書
物
庫
の
教
科
書
類
を
調
査
、
こ
れ
に
加
部
厳
夫
編
述
「
養
老
館

沿
革
史
」
を
加
え
て
、
鷗
外
の
藩
校
時
代
の
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
態
を

明
ら
か
と
し
、
併
せ
て
鷗
外
作
品
「
本
家
分
家
」
に
お
け
る
森
家
の
「
冷
眼

に
世
間
を
視
」、
折
も
あ
ら
ば
「
立
身
出
世
し
よ
う
と
す
る
」
姿
勢
の
拠
っ

て
き
た
る
歴
史
的
事
情
と
し
て
の
、
津
和
野
絵
図
や
藩
政
資
料
を
証
左
と
し

て
の
森
本
家
の
没
落
と
分
家
（
新
た
に
判
明
）
の
興
隆
と
い
う
ね
じ
れ
た
関

係
を
抽
出
し
て
い
る
。「
鷗
外
に
於
け
る
小
倉
」
で
は
、
鷗
外
の
第
十
二
師

団
軍
医
部
長
へ
の
転
出
の
意
味
を
、
前
任
者
、
後
任
者
の
事
前
・
事
後
の
地

位
・
階
級
に
照
明
を
与
え
る
こ
と
で
追
求
、
左
遷
否
定
説
へ
の
疑
義
を
呈
し
、

併
せ
て
北
九
州
の
地
で
直
面
し
た
新
し
い
現
実
と
江
戸
儒
学
へ
の
再
認
識
が

明
治
四
十
年
代
以
降
の
鷗
外
の
文
学
活
動
の
基
盤
を
な
し
た
と
い
う
視
座
を

提
示
、
付
論
と
し
て
モ
デ
ル
田
上
耕
作
の
伝
記
と
松
本
清
張
「
或
る
『
小
倉

日
記
』
伝
」
と
を
突
き
合
わ
せ
て
、
清
張
作
品
の
モ
チ
ー
フ
の
深
奥
に
迫
っ

た
「
或
る
『
小
倉
日
記
』
伝
」
を
配
し
て
い
る
。

　
「
帝
室
博
物
館
総
長
兼
図
書
頭
時
代
の
森
林
太
郎
・
鷗
外
」
は
カ
バ
ー
す

る
範
囲
が
広
い
。
就
任
へ
の
背
後
関
係
や
そ
の
経
緯
を
東
野
治
之
論
（「
小

杉
榲
邨
旧
蔵
の
正
倉
院
及
び
法
隆
寺
献
納
御
物
│
│
そ
の
売
却
事
件
と
鷗
外
の
博
物
館

総
長
就
任
│
│
」〈
直
木
幸
次
郎
先
生
古
稀
記
念
会
編
『
古
代
史
論
集
』
下
、
一
九
八
九
、

塙
書
房
〉）
を
枕
と
し
て
、
当
時
の
新
聞
報
道
を
精
査
、〈
正
倉
院
御
物
売
却

事
件
〉
や
〈
御
陵
盗
掘
事
件
〉
へ
の
政
府
の
対
応
の
不
手
際
を
明
ら
か
に
し

た
上
で
、
要
路
者
の
政
治
的
責
任
の
顕
在
化
を
免
れ
る
た
め
の
便
宜
の
処
置

と
し
て
の
人
事
異
動
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を
、
原
敬
日
記
の
援
用
に
よ
る
元

老
た
ち
の
会
合
の
日
付
の
特
定
に
迄
及
ぶ
形
で
推
定
、
又
、
博
物
館
総
長
時

代
の
鷗
外
の
業
績
の
実
体
に
、
行
政
上
並
び
に
執
筆
面
か
ら
巨
細
に
迫
り
、

併
せ
て
〈
宮
中
某
重
大
事
件
〉
と
鷗
外
と
の
関
わ
り
を
考
察
、
末
尾
に
同
事
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件
関
係
新
聞
見
出
し
の
一
覧
を
掲
げ
て
い
る
。
氏
の
博
捜
家
・
考
証
家
と
し

て
の
卓
越
し
た
力
量
が
発
揮
さ
れ
た
雄
篇
で
あ
る
と
言
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

　
「
晩
年
の
社
会
思
想
」
は
、
鷗
外
文
庫
蔵
河
上
肇
『
社
会
問
題
管
見
』
や
、

雑
誌
『
改
造
』『
中
央
公
論
』
掲
載
論
文
を
集
成
し
た
手
沢
本
『
労（
マ
マ
）
動
問
題

批
判
』（
三
冊
）
や
「
将
官
談
話
会
月
報
」
等
を
資
料
と
し
て
社
会
政
策
・

体
制
に
対
す
る
鷗
外
の
思
索
の
プ
ロ
セ
ス
を
追
い
、
又
「
礼
儀
小
言
」
を
め

ぐ
る
先
行
諸
論
の
検
討
を
行
い
、
新
し
い
「
形
式
」
の
未
成
と
い
う
鷗
外
の

認
識
に
「
国
家
秩
序
変
革
の
論
理
の
必
要
性
の
指
摘
」
を
見
た
評
者
の
見
解

を
も
「
大
正
六
年
の
時
点
で
踏
み
込
め
る
か
疑
問
」
と
批
判
さ
れ
て
い
る
が
、

既
に
「
か
の
や
う
に
」（
明
治
四
五
・
一
）
の
時
点
で
、
神
話
と
歴
史
の
弁
別

を
め
ぐ
る
合
理
主
義
の
梗
塞
と
い
う
状
況
認
識
を
踏
ま
え
て
の
「
天
皇
制

フ
ァ
シ
ズ
ム
到
来
の
予
感
」
を
鷗
外
の
も
の
と
し
て
評
者
が
提
示
し
て
い
る

（「
か
の
や
う
に
」
論
）
こ
と
と
の
関
連
は
、
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
引
き
続
く

「
号
謚
、
元
号
に
関
す
る
疑
義
」
に
お
け
る
『
帝
謚
考
』
の
「
号
謚
ヲ
弁
別

ス
ヘ
キ
徴
証
ナ
シ
」
と
い
う
結
語
へ
の
氏
の
注
目
は
鋭
い
が
、
猪
瀬
直
樹
説

を
め
ぐ
っ
て
「
明
治
人
は
天
皇
制
国
家
を
信
じ
る
か
否
か
と
い
う
発
想
に
は

立
た
な
い
。
国
家
を
道
徳
的
に
い
か
に
高
め
る
か
と
い
う
方
向
で
発
想
す

る
。」
と
い
う
氏
の
主
観
的
断
定
は
、
折
角
の
着
眼
を
無
化
し
て
了
っ
て
い

る
。考
証
は
、事
実
の
確
定
を
使
命
と
す
る
が
、発
想
や
認
識
は
考
証
に
よ
っ

て
捕
捉
で
き
な
い
創
造
の
領
域
に
属
す
る
面
が
あ
る
。「
晩
年
の
社
会
思
想
」

に
「
古
い
手
帳
か
ら
」
論
が
欠
け
て
い
る
の
は
、
思
想
の
創
造
の
領
域
に
「
古

い
手
帳
か
ら
」
が
属
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
氏
の
炯
眼
に
よ
る
の
か
も
知
れ

な
い
。

　

第
Ⅰ
部
末
尾
の
「
そ
の
終
焉
」
は
、
遺
言
状
筆
記
者
賀
古
鶴
所
か
ら
姻
戚

加
藤
拓
川
に
宛
て
た
新
発
見
の
書
簡
九
通
十
一
点
を
駆
使
し
て
、
鷗
外
の
遺

言
状
作
成
に
賀
古
の
意
思
の
加
わ
っ
た
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
論
証
し
た
周

知
の
論
で
あ
る
。
叙
位
・
受
爵
の
問
題
は
と
も
か
く
と
し
て
、
津
和
野
へ
の

回
帰
を
読
み
と
る
氏
の
立
論
に
賛
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
日
本
文
学
の
伝

統
の
始
発
点
に
立
つ
柿
本
人
麻
呂
と
石
見
と
の
結
び
つ
き
が
、
文
人
鷗
外
の

脳
裏
に
去
来
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
か
、
石
見
の
語
感
、
ひ
い
て
は
鷗
外
に

お
け
る
反
日
本
的
近
代
の
姿
勢
に
こ
だ
わ
る
時
、
評
者
に
は
気
懸
り
で
あ

る
。

　

第
Ⅰ
部
所
収
論
を
紹
介
す
る
だ
け
で
既
に
許
さ
れ
た
紙
幅
の
大
半
を
費
消

し
て
了
っ
た
慨
が
あ
る
。
そ
れ
程
、
第
Ⅰ
部
の
意
味
は
重
い
。
し
か
し
、
そ

れ
は
、
第
Ⅱ
部
、
第
Ⅲ
部
の
意
味
が
軽
い
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
第
Ⅱ
部
所

収
の
「
鷗
外
文
学
と
三
人
の
画
家
」（
前
掲
）
は
、
原
田
直
次
郎
の
外
、
大

下
藤
次
郎
・
宮
芳
平
を
論
じ
て
、
近
代
日
本
文
学
研
究
の
領
域
で
は
殆
ん
ど

開
拓
的
業
績
で
あ
る
し
、
特
に
大
下
藤
次
郎
論
で
妻
春
子
の
弟
と
い
う
関
係

か
ら
導
入
さ
れ
た
宮
嶋
資
夫
に
つ
い
て
の
論
及
は
、
優
れ
た
作
家
論
と
も

な
っ
て
い
る
。「
鷗
外
を
め
ぐ
る
作
家
」
に
お
け
る
漱
石
・
龍
之
介
は
定
番

と
し
て
も
、
佐
藤
春
夫
・
佐
佐
木
信
綱
論
と
な
る
と
殆
ん
ど
未
踏
で
あ
る
。

異
色
な
の
は
、「
信
濃
教
育
界
に
於
け
る
森
鷗
外
」（
前
掲
）
で
、大
正
十
三
年
、

白
樺
派
な
ど
の
影
響
に
よ
る
長
野
県
教
育
界
で
の
自
由
主
義
教
育
に
対
す
る

国
と
県
と
が
一
体
と
な
っ
て
の
弾
圧
事
件
と
し
て
の
所
謂
〈
川
井
訓
導
事

件
〉
の
詳
細
を
、
特
に
「
信
濃
民
報
」
の
報
道
の
あ
り
方
に
窺
え
る
行
政
側

へ
の
加
担
ぶ
り
と
共
に
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
、
事
件
が
「
護
持
院
原
の
敵

討
」（
補
助
教
材
）
の
扱
い
方
に
端
を
発
し
た
こ
と
が
、
弁
護
の
論
陣
を
張
っ

た
西
尾
実
の
『
作
品
／
研
究　

鷗
外
の
歴
史
小
説
』
を
産
み
、
又
、
唐
木
順
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三
『
鷗
外
の
精
神
』
の
モ
チ
ー
フ
の
胎
動
に
つ
な
が
っ
て
行
っ
た
様
子
が
長

野
県
上
伊
那
郡
文
化
大
学
に
お
け
る
唐
木
の
講
義
草
稿
「
鷗
外
と
漱
石
」（
昭

和
二
二
・
三
）
の
援
用
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
鷗
外
作
品
が
活
き
た

歴
史
に
占
め
る
位
置
の
重
さ
を
改
め
て
再
認
識
せ
し
め
ら
れ
る
重
要
な
論
で

あ
る
。

　

第
Ⅲ
部
は
、
既
に
挙
げ
た
二
つ
の
論
の
外
「
鷗
外
旧
蔵
書
│
│
東
夢
亭

『
鉏
雨
亭
随
筆
』
│
│
」「
第
三
次
岩
波
版
『
鷗
外
全
集
』〈
第
二
刷
〉
収
載

の
書
簡
錯
簡
考
」「『
鷗
外
全
集
』
の
問
題
点
と
課
題
」「
鷗
外
本
の
魅
力
」「
森

鷗
外
記
念
館
（
津
和
野
町
）」
の
五
論
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
岩
波

版
『
鷗
外
全
集
』
の
問
題
点
を
具
体
的
に
列
挙
し
、
か
つ
整
理
し
た
二
つ
の

論
の
重
さ
は
云
う
迄
も
な
い
こ
と
と
し
て
、
装
幀
・
体
裁
を
初
め
と
す
る
鷗

外
刊
行
諸
本
の
変
化
を
微
細
に
追
っ
た
「
鷗
外
本
の
魅
力
」
に
は
尽
き
ざ
る

興
趣
が
溢
れ
て
い
る
。
記
念
館
・
個
人
文
学
館
の
理
想
像
の
描
出
に
迄
及
ん

だ
「
森
鷗
外
記
念
館
（
津
和
野
町
）」
も
亦
、
筆
者
独
自
の
思
い
入
れ
を
超
え

た
個
人
文
学
館
の
今
後
の
あ
り
方
へ
の
的
確
な
指
針
の
提
示
と
し
て
、
先
駆

的
位
置
を
占
め
得
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
本
書
は
〈
記
実
〉
に
徹
し
、
実
証
的
か
つ
考
証
的
諸
証
を
列
挙
し
、

具
体
に
即
し
て
動
か
し
難
い
結
論
を
提
示
し
、
今
日
の
鷗
外
伝
記
研
究
の
到

達
点
を
示
し
た
鬱
然
た
る
大
著
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
具
体
に
執
す
る
研
究
に

つ
き
も
の
の
絶
え
て
無
く
し
て
僅
か
に
残
る
錯
誤
の
存
在
は
、
瑕
疵
と
も
言

え
ま
い
。「
帝
室
博
物
館
総
長
兼
図
書
頭
時
代
の
森
林
太
郎
・
鷗
外
」
中
に

引
用
さ
れ
た
大
正
九
年
三
月
二
十
九
日
及
び
七
月
十
二
日
の
鷗
外
日
記
中
の

記
事
は
、
今
日
周
知
の
大
正
天
皇
の
病
状
に
関
わ
る
も
の
で
、「
宮
中
某
重

大
事
件
」
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
又
、
こ
の
膨
大
な
書
中
、
何
れ
か
に
「
都

筑
政
論
」
な
る
書
に
関
わ
る
鷗
外
日
記
の
引
用
と
考
証
が
あ
っ
た
と
記
憶
す

る
が
、
こ
れ
は
鷗
外
と
交
際
の
あ
っ
た
都
筑
馨
六
が
鷗
外
に
校
閲
を
求
め
た

政
論
の
草
稿
を
指
し
た
呼
称
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
う
一
つ
の
気
懸
り
な
点

は
、「『
森
家
』
家
系
考
」
に
お
け
る
長
谷
川
泉
・
関
良
一
説
の
〈
六
世
玄
碩
、

七
世
玄
叔
〉
を
氏
が
〈
六
世
玄
叔
、
七
世
玄
碩
〉
と
置
き
か
え
た
究
極
の
根

拠
が
、
養
子
が
養
父
に
先
立
っ
て
歿
す
る
こ
と
の
不
自
然
さ
に
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
養
子
が
養
父
に
先
立
っ
て
歿
す
る
こ
と
は
、
時
疫
が
多

く
、
寿
命
の
短
い
江
戸
期
に
は
、
屢
々
あ
っ
た
筈
な
の
だ
か
ら
、
他
に
具
体

的
根
拠
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
評
者
に
誤
読
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。

　

以
上
、
蕪
辞
を
連
ね
た
が
、
本
書
か
ら
受
け
た
学
恩
の
深
さ
を
百
分
の
一

も
伝
え
て
い
な
い
と
い
う
想
い
が
頻
り
で
あ
る
。
御
海
容
を
願
う
と
共
に
、

著
者
の
御
健
康
と
御
加
餐
を
心
か
ら
希
っ
て
筆
を
擱
き
た
い
。

（
二
〇
〇
六
年
一
二
月　

お
う
ふ
う　

Ｂ
５
判　

七
二
〇
頁　

税
込
九
二
四
〇
円
）


